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■活動規制は最も緩い第 4期に移行 

マレーシアでは、夏場に新型コロナウイルスの新規

感染者数が急増したことで、ロックダウンを含む厳しい

活動規制が実施され、7～9月期の景気は悪化した。もっ

とも、新規感染者数は 8 月をピークに減少したことか

ら、活動規制の緩和が徐々に進んでいる。12月 15日の

時点では、16 の州・連邦直轄領のうち 2 州を除くほと

んどの地域で、コロナ禍からの出口戦略「国家回復計画」

で最も規制が緩い第 4期へ移行済みである。 

夏場に活動規制の影響で低調だった輸出は、10 月に

前年同期比＋25％と増加した。背景には、経済活動の再

開と資源価格の上昇があり、なかでも中国向け輸出の勢

いが強い（右上図）。11月の製造業 PMIも 52.3と、前

月に続き好不調の分岐点となる 50 を 2 ヵ月連続で上

回っており、製造業の活動は回復傾向にある（右下図）。 

新型コロナウイルス変異株の脅威は残るものの、現

時点で新規感染者数はさほど増加していない。ワクチ

ン接種完了率は 78.7％（12 月 13 日時点）と高いこと

もあり、厳しい活動規制を再導入するような動きも見

られない。10 月の流通業売上高（卸売と小売の合計）

は、前年同月比＋5.4％と 5ヵ月ぶりのプラス成長とな

る等、消費にもようやく回復の動きがみられ始めてい

る。輸出の回復とともに内需が持ち直すことで、当面は

景気の浮揚が見込まれる。 

■政局不安定化による景気下振れリスクも 

マレーシアでは 8 月、統一マレー国民組織（UMNO）が 3 年ぶりに首相ポストを獲得し、イスマイルサ

ブリ政権が誕生した。しかし、UMNO とムヒディン前首相率いるマレーシア統一プリブミ党（PPBM）が軸

となる多党連立政権の枠組みは変わらず、政権基盤は脆弱である。こうしたなか、ナジブ元首相の存在

感が政権交代後に高まっている。UMNO 内の実力者であるナジブ元首相は、政府系ファンド「1MDB」を巡

る汚職事件で逮捕・起訴されたことにより影響力が低下していたが、UMNOで序列 3位のイスマイルサブ

リ首相にとって政権の安定運営には、同氏の後ろ盾が必要な状況にある。さらに、ナジブ氏は新政権で

初の選挙となる 11月のマラッカ州議会選挙において、選挙戦の前面に立ち UMNOの圧勝に貢献した。もっ

とも、ナジブ氏と敵対する連立与党のムヒディン前首相や野党のマハティール元首相等、与野党含めナ

ジブ氏の復権に反対する声は大きい。挙国一致のコロナ対策を名目に政争は一時休止しているが、再び

政局の混乱が生じることで景気が下押しされる可能性に注意を要する。 
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